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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　選択的にインクを画像受容表面に噴出するインクジェットプリントヘッドであって、
　供給インクと供給インクの上の空気空間とを含み、複数の側壁、上壁、及び下壁によっ
て規定されるタンクと、
　前記複数の側壁、上壁、及び下壁のうち１つに形成されたインク注入口と、
　前記複数の側壁、上壁、及び下壁のうち１つに形成された通気開口と、
　前記通気開口から伸張する通気口部材であって、タンクの外側の空気空間に配置された
第１通気口部材開口と、前記供給インクの上の前記空気空間に配置された第２通気口部材
開口と、前記第１通気口部材開口を前記第２通気口部材開口へ流体的に連結するように構
成された通気口路とを有し、前記第２通気口部材開口が前記タンクの姿勢に関係無く前記
供給インクの上の空気空間内に常に位置することを可能にするように前記タンク内に配置
される通気口部材と、
　を有することを特徴とするインクジェットプリントヘッド。
【請求項２】
　前記通気口部材は前記通気開口に着脱可能に接続される管であることを特徴とする請求
項１に記載のインクジェットプリントヘッド。
【請求項３】
　前記通気口部材はセンサプローブ内に配置され、前記センサプローブは前記通気開口に
着脱可能に接続されるとともに前記タンク内に少なくとも１つの検出素子を配置するため
の少なくとも１つの流路を有することを特徴とする請求項１に記載のインクジェットヘッ
ド。
【請求項４】
　前記センサプローブは更に、第１流路を通って延びる第１インク検出素子と、第２流路
を通って延びる第２インク検出素子とを更に備え、前記第１および第２インク検出素子は
前記タンクに収容されたインクのレベルを示す少なくとも１つの信号を生成することを特
徴とする請求項３に記載のインクジェットプリントヘッド。
【請求項５】
　前記上壁と下壁との距離によって規定され、前記第２通気口部材開口が前記下壁から少
なくとも前記タンクの半分に位置している、タンク高さと、
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　第１側壁と第２側壁との距離によって規定され、前記第２通気口部材開口が前記第１側
壁から前記タンクの幅の略半分の箇所に位置している、タンク幅と、
　を更に有することを特徴とする請求項１に記載のインクジェットプリントヘッド。
【請求項６】
　画像受容表面上に画像を形成および定着するプリンタであって、
　選択的にインクを前記画像受容表面に噴出するインクジェットプリントヘッドであって
、（i）供給インクと供給インクの上の空気空間とを含み、複数の側壁、上壁、及び下壁
によって規定されるタンクと、（ii）前記複数の側壁、上壁、及び下壁のうち１つに形成
されたインク注入口と、（iii）前記複数の側壁、上壁、及び下壁のうち１つに形成され
た通気開口と、（iv）前記通気開口から伸張する通気口部材であって、タンクの外側の空
気空間に配置された第１通気口部材開口と、前記供給インクの上の前記空気空間に配置さ
れた第２通気口部材開口と、前記第１通気口部材開口を前記第２通気口部材開口へ流体的
に連結するように構成された通気口路とを有し、前記第２通気口部材開口が前記タンクの
姿勢に関係無く前記供給インクの上の空気空間内に常に位置することを可能にするように
前記タンク内に配置される通気口部材と、
　前記プリントヘッドからのインクの噴出を制御するために前記プリントヘッドに接続さ
れたプリントヘッドコントローラと、
　を備えることを特徴とするプリンタ。
【請求項７】
　前記通気口部材は前記通気開口に着脱可能に接続される管であることを特徴とする請求
項６に記載のプリンタ。
【請求項８】
　前記通気口部材はセンサプローブ内に配置され、前記センサプローブは前記通気開口に
着脱可能に接続されるとともに前記タンク内に少なくとも１つの検出素子を配置するため
の少なくとも１つの流路を有することを特徴とする請求項６に記載のプリンタ。
【請求項９】
　前記センサプローブは、第１センサプローブ部分と、第２センサプローブ部分と、前記
第１および第２センサプローブ部分の界面に形成された交差流路であって、前記第２通気
口部材開口を前記供給インクの上の前記空気空間に流体的に連結し、かつ、前記通気口路
に対して略垂直である交差流路と、を備えることを特徴とする請求項８に記載のプリンタ
。
【請求項１０】
　前記第１通気口部材開口に流体的に連結され、前記タンクに正の排出圧を適用するよう
に構成された空気圧装置を更に備えることを特徴とする請求項６に記載のプリンタ。
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